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論文の内容の要旨

　本論文は，第1章趾ro曲cti㎝，第2章Design　and　Constmction　of　an　Advisory　Dia1o馴e　De宜abase，第3章

Understandi㎎of　Useゴs　Sp㎝taneous　speech，第4章Contro1狐d　Manageme耐of　Dia1ogues　w舳a　User，第5章

Constmction　of狐Experi㎜enta1User　S岬port　Syste服，第6章C㎝c1usio双sの6つの章から構成されている。

　第2章ではユーザーとコンサルタントの対話（支援対話）の収集に関して述べてある。この対話データを分析

することにより，第3章では自然言語処理部を，そして第4章では対話処理部を設計している。第5章では，こ

の2つの処理部を実装し，支援システム（デモシステム）を構築している。第6章では本論文のまとめと今後の

課題について述べてある。

審査の結果の要旨

　自然言語処理を取り入れることによって，電子メールのユーザーに対する有効な支援システムを構築している。

この研究において，このシステムの評価が残されている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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